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論 文 内 容 の 要 旨 
第１章 well-being に関する社会心理学の研究動向 
 本論文では、近年盛んに研究されているポジティブ心理学を背景に、親密な対人関係の文脈から社会心理学的な観
点から研究を行うことを目的とした。従来、well-being、に関しては自己概念との関連で様々な研究が行われており
（e.g., Rogers, 1951 ; Jahoda, 1958 ; Taylor & Brown, 1988）、特に自己概念の多様性との議論では未だに検討の余
地が残っていた（e.g., Linville, 1985 ; Donahue et al., 1993）。さらに、よい人生をキーワードにして包括的に
well-being を捉えようとする研究も散見され始めており（e.g., King & Napa, 1988 ; Bauer & McAdams, 2004 ; 
Bauer et al., 2005）、そこでは、個人の快状態を反映する hedonism の well-being と、認知的、理性的成熟を反映す
る eudaimonism の well-being が議論の対象となっていた。特に、Bauer et al.（2005）では自伝的物語を用いて、
出来事に対する解釈がこれらの eudaimonic、hedonic well-being と関連することを示している。 
 本論文ではこれらの研究に基づき、親密な対人関係の視点から、前半部では自己概念の多様性との関連から hedonic 
well-being について検討し、後半部では、より包括的に well-being に焦点を当てて自伝的物語との関連から、
eudaimonic、hedonic well-being について検討を行うことを目的とした。 
第２章 対人的な文脈における自己の多様性と精神的健康の関連 
 従来の自己概念の多様性と well-being の関連については、多様性を捉える文脈が個人内と対人関係で混在しており、
多様性の具体的な内容についても検討されていなかった。この２点に焦点を当て、自己の多様性と well-being（特に、
個人の快状態を反映する hedonism の well-being）との関連を検討した。 
 大学生 99 名（男性 33 名、女性、65 名、不明１名；平均年齢 20.42 歳、SD＝0.81）を対象に、５人の親密な他者
と一緒にいる場合の自己認知（林、1978）と、精神的健康（GHQ28；大坊・中川、1996）を測定した。その結果、
様々な他者全体に対して同等な誠実さ、各他者に応じた多様な親しみやすさ、さらに、親密な他者全体に積極的であ
ることが精神的健康を高めていることが示された。このことから、親密な対人関係の文脈においては、自己概念の多
様性の内容を踏まえた上での適切な多様性のあり方が示唆されたといえる。 
【６】
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第３章 親密な対人関係の分類と各関係において表現される自己と親密度の関連 
 第２章のデータを再分析し、現代の大学生の親密な関係の分類と、各分類においてどのような自己表現がお互いの
親密性を深めるのかについて検討を行った。その結果、“小学校以前からの友人”、“中学校からの友人”、“高等
学校からの友人”、“大学の友人”、“アルバイトの友人”、“恋愛関係”、“その他”という分類が得られた。 
 これらの関係全体に対して、親しみやすく振舞うことが親密度を深める一方、小学校以前からの友人という旧友に
対しては誠実さが必要となること、大学で最近できた友人との間には、ネガティブな葛藤などを避けるパーソナリテ
ィが親密性に必要となることなどが示された。これらのことから、大学生の親密な関係が多様に展開されており、そ
れぞれの関係で適切な自己を表現していく必要性が示唆された。 
第４章 hedonism、eudaimonism の well-being の検討－親密な対人関係の文脈におけるよい人生（1）－ 
 より包括的に well-being を検討するため、よい人生をキーワードにした Bauer et al.（2005）の研究に基づき、日
本の文化的背景を考慮した上で自伝的物語との関連を検討した。大学生 39 名（男性９名；女性 30 名；20.46 歳 SD
＝0.97）を対象に、人生で最高・最悪・転換期となった出来事と、eudaimonism の well-being である情動知能（内
山ら、2001）と hedonism の well-being である関係満足度（Rucbult et al., 1998）を測定した。 
 その結果、出来事に対して複雑に吟味する解釈（統合的主題）が情動知能を高め、内在的な志向性（内在的主題）
が関係満足度を高めることが示された。このことから、出来事に対する解釈が eudaimonism、hedonism の well-being
に関連することが明らかとなった。 
第５章 hedonism、eudaimonism の well-being の検討－親密な対人関係の文脈におけるよい人生（2）－ 
 第４章の結果に基づき、大学生のみではなく、社会的背景の異なる看護学生に対象を広げ、自伝的物語と well-being
の関連について検討を行った。大学生 43 名（男性 30 名、女性 13 名）、看護学校生 33 名（男性１名、女性 32 名）
を対象に第４章とほぼ同様の調査を実施した。その結果、大学生、看護学生それぞれにおいては第４章で示された結
果は示されなかったが、情動知能が高い人は、自己効力感が高く、これは精神的健康と正の関連があることが示され
た。このことから、eudaimonism の well-being が hedonism の well-being を高める可能性が示唆された。 
第６章 hedonism、eudaimonism の well-being の検討－親密な対人関係の文脈におけるよい人生（3）－ 
 よい人生について検討するに際して、大学生や看護学生のみならず年長者においても検討する必要があるため、40
歳～60 歳の年長者に対して自伝的物語と well-being の関連を検討した。さらに、第５章の結果から、eudaimonism
と hedonism の well-being の関連についても明らかにすることを目的とした。 
 成人 62 名（男性 46 名、女性 16 名；平均年齢 48.56 歳、SD＝8.49）を対象に質問紙調査を実施した。その結果、
統合的主題が自己の理解を深め情動知能を高めること、内在的主題が精神的健康を促進することが示された。さらに、
情動知能は関係満足度を高めており、eudaimonism の well-being が hedonism の well-being を高める関連が見出さ
れた。 
 これらのことから、従来ポジティブ心理学で検討されていなかった、eudaimonism と hedonism の well-being の
関連が明らかとなり、年長者においても出来事の解釈が well-being に影響することが示された。 
第７章 総合考察－実証的データに基づく well-being の包括的理解と理論的発展へ向けてー 
 本論文で得られた実証的研究の結果に基づき、親密な対人関係における well-being についてモデルの提示へ向けて
議論を行った。第２章、第３章からは、関係全体に対する俯瞰的観点と各他者との相互作用の特有さの両方を視野に
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いれ、適切に自己を表現していくことが、快状態である hedonism の well-being に必要であることが示唆された。第
４章、第５章、第６章では、hedonism の観点のみではなく、このような適切性に対する認知的、理性的判断能力で
ある eudaimonism の well-being についても検討し、出来事に対する解釈がこれらの well-being と関連することが示
された。 
 以上のデータから親密な関係における well-being のモデルを提示した。well-being は出来事に対する個人の意図的
な意味の付与や、位置づけ方により導かれる可能性を示し、well-being の自発的な獲得という実践へ向けた示唆をし
た。第６章では eudaimonism の well-being が hedonism の well-being を導くことが示され、従来のポジティブ心理
学におけるよい人生とは何かの理論的拡張対しても貢献した。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 申請者は、社会生活の基盤となる親密な対人関係の文脈に焦点を当て、well-being に関連する要因について先行研
究を吟味した上で包括的な検討を行っている。従来の心理学的な観点から、自己概念と個人の適応状態に関して統合
的な知見を明らかとし、近年の心理学で盛んなポジティブ心理学の動向から、より大きな枠組みから well-being に関
する論の展開をしている。そこでは“よい人生とは何か”といった包括的な視点を取り入れ、哲学や倫理学で議論さ
れてきた理論的背景を吟味した上で、社会心理学的な実証的研究を行い、心理学的な視点からのよい人生とは何かと
いう理論の展開を行っている点は先進的な特徴といえる。 
 well-being には従来の研究のように、精神的健康や主観的幸福感など、個人の状態のよさに焦点を当てた hedonism
の視点と、人間としての理性や認知的な能力の豊かさに焦点を当てた eudaimonism の視点がある。この論文では、
従来の研究動向にしたがった hedonism の観点と、近年のポジティブ心理学において新しく提唱されてきた
eudaimonism の観点から研究を行っている。 
 従来の研究動向にしたがった hedonism の観点からは（第２章、第３章）、自己概念の多様性に関して提出されてい
る知見が一貫していないことに注目し、先行研究の問題点を浮き彫りにした上で研究を実施し、統合的な知見を明ら
かにした。親密な対人関係の文脈においては、自己概念は多様であるかどうかという程度差でなく、1）誠実さや真
面目さ、責任感といった社会的望ましさの次元では、親密な複数の他者全体に対して一貫していること、2）明るさ
やユーモアといった個人的親しみやすさの次元では、親密なそれぞれの他者に応じて多様に表現を調節することが、
個人の精神的健康といった状態のよさに関連することが示された。さらに、親密な対人関係は多様な展開を見せてお
り、関係全体への配慮と、各関係に応じた適切な自己表現が必要となることも明らかとなった。これらの知見から、
個人の状態のよさを問題とする hedonism の観点のみから well-being を検討するのではなく、適切さを判断し、実際
に行動したり対処することができるといった認知的、理性的成熟を反映する eudaimonism の観点の重要性が示唆さ
れたといえる。 
 自伝的物語を用いて hedonism、eudaimonism の２側面から well-being の検討を行った研究では（第４章、第５章、
第６章）、欧米の先行研究にしたがい、本邦の文化的背景を考慮した上で“よい人生”という大きな枠組みから大学
生から年長者にいたるまで幅広く検討している。その結果、出来事に対して複雑に吟味し統合的に捉えるという解釈
（統合的主題）が eudaimonic well-being である情動知能を高め、金銭などの外在性ではなく個人の成長や対人関係
を重んじる内在的な志向性（内在的主題）が hedonic well-being である関係満足度を高めることが示された。このこ
とから、出来事に対する解釈が eudaimonism、hedonism の well-being に関連することが明らかとなった。すなわち、
どのような出来事を経験したのかという客観的な出来事ではなく、その出来事に対してどのように意味を付与し、価
値づけるのかということが、現在の個人の eudaimonism、hedonism の well-being に関連することを示唆したといえ
る。 
 さらに、従来の研究では理論的にも実証的にも検討されていなかった、hedonism と eudaimonism の相互補完関係
についても明らかにした。まず、情動知能が高い人は、自己効力感が高く、本人が対人的場面で認知的、理性的な能
力を自覚できている可能性が示唆された。さらに、この自己効力感の高さは精神的健康と正の関連があることが示さ
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れ、eudaimonism の well-being が hedonism の well-being を高める可能性が示唆されたといえる。さらに具体的に
対人場面での状態のよさ（関係満足度）を調整、または対処していく認知的、理性的成熟の指標として社会的スキル
との関連から検討した結果、統合的主題が情動知能、そして社会的スキルを向上させ、社会的スキルの高さは関係満
足度を促進していることが実証された。これらの結果から、eudaimonism と hedonism の相互補完関係について、理
論的な発展について議論することが可能となった。 
 このような自伝的物語と well-beingの関連については大学生から 40歳～60歳の年長者でほぼ共通していることも
明らかとなっており、どのように出来事に価値を見出し、意味を付与するのかといった主観的な認知が well-being を
導く可能性が示され、今後の well-being を獲得するための応用的実践へひとつの貴重な示唆を与えたといえる。さら
に、自伝的物語のコーディングについては well-being と関連すると思われる先行研究をもとに観点が取り入れられ、
well-being に影響するメカニズムについて、他者からの評価も考慮したモデルが提案されている。このように従来の
知見に基づきながらも、親密な対人関係の文脈における well-being に関して、理論的拡張に貢献する貴重な提案を行
っており高く評価できると思われる。 
 本論文の研究成果、考察は説得力のあるものであり、得られた成果および申請者の研究への取り組みから、今後の
さらなる研究展開が十分に期待されるものと考えられる。 
 多様な研究の展開、理論的統合の調和のとれた本論文は、博士（人聞科学）の学位授与に十分に値するものである
と判定された。 
